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２. 研 究 方 法
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２) 調 査 期 間
　臨地実習開始３ヶ月後の平成20年７月である．





























































低体重群（BMI 18.5未満） 15 （28.8）
正常群（BMI 18.5以上25未満） 36 （69.3）























































































低体重群 n＝15 正常群 n＝36 肥満群 n＝1
有意確率
欠食あり 欠食あり 欠食あり
朝食 5　(33.3） 11　(30.6） 1　(100) n.s.
昼食 1　( 6.7） 3　( 8.3） 0　(0.0) n.s.






あり なし あり なし あり なし




　n＝13 3（23.0) 10（77.0) 1（7.7) 12（92.3) 4（30.8) 9（69.2) n.s
n＝52
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きく，食生活が不規則になる傾向がみられる7)といわ
れている．今回の調査でも，多くの学生が欠食の理由
として「食欲がない」（17名）や「疲れ」（７名）を挙
げており，具体的な記述から，臨地実習での心身のス
トレスによって『疲れて料理をする気になれない』や
『疲れて食欲がわかない』など，調理意欲や食欲の減
退を感じ，欠食をしていることがうかがえた．このた
め，女子看護学生に対する食生活支援では，臨地実習
中の時間の使い方や心身の疲労と付き合うための工夫
の仕方などを具体的にアドバイスしていくことが必要
である．さらに，気軽に栄養のバランスやカロリーを
考えて食事の準備ができるよう，調理方法や食品購入
時の選択方法についてアドバイスをしたり，食欲がな
いときに摂取しやすい食品を紹介したりすることも有
効であると考えた．
　さらに，本研究では，欠食の要因を探るために，欠
食と肥満度あるいは，欠食と痩身願望の間に何らかの
関係があると考えて分析を試みた．しかしながら，こ
れらの間に有意差は認められず，堤ら9)が青年女子を
対象として実施した調査で肥満度と食物摂取状況との
間に有意差がなかったのと同様の結果であった．ただ
し，対象者のうち肥満群は１名であるにも関わらず，
40名（76.9ｵ）が痩身願望を抱いており，１，２年次
に体型評価の方法を学んでいるにも関わらず，自分の
体型の評価には十分結びついていない．中井ら8)は，
「現代の日本では，痩せているほうが魅力的で美しい
とする社会的風潮や価値観があり，肥満でもないのに
痩せることを望んでいる若者女性が多い」と指摘して
いる．また，ダイエット願望の強い青年期の女子は食
事制限を選びやすいとの報告2)もあるため，今後，誤
った体型評価によって誰もがダイエットを目的とした
欠食を選ぶ可能性は否定できない．このため女子看護
学生の食生活支援では，看護学生が自分の体型を正し
く評価し，適切な体重を維持できるような教育をあわ
せておこなうことも重要であると考えられた．
５. ま　と　め
　臨地実習中の女子看護学生の欠食の実態から，朝食
に加えて夕食の摂食を促す必要があることが明らかと
なった．そして，欠食の主な要因としては，実習課題
に追われ時間がないことや心身の疲労で調理の意欲や
食欲が減退することなどが影響していた．また，欠食
と肥満度や欠食と痩身願望の間に有意な差は認められ
なかったが，痩身願望のある学生が約77ｵいた．
　これらのことから，看護学生が体型を正しく自己評
価ができるよう促しつつ，時間がないときや心身の疲
労が強い時に３食規則正しく食事を摂取できるような
具体的なアドバイスをおこなうことの重要性を認識で
きた．今回の調査の結果をもとに，女子看護学生への
食生活支援と評価を繰り返しながら，さらに内容を洗
練していきたい．
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